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酸素欠損チタニア系材料の励起子寿命を評価するため、同材料について過渡吸収分
光測定を行った。

実験
Experimental

ポンプ光の波長を350 nm、プローブ光の波長を1400nmm に設定して測定した。
測定試料は、酸素欠損チタニア系材料と市販の酸化チタンである。

結果と考察
Results and Discussion

測定結果を図1に示す。酸素欠損チタニア系材料に対し、紫外領域のレーザー光源
で励起させた後、一定時間ごとに試料の吸収スペクトルを測定した。比較として市
販の酸化チタンも同様の条件で測定した。酸素欠損チタニア系材料は市販の酸化チ
タンに比べて励起子の寿命が短いことが確認できた。
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図1 励起子寿命の比較
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